
喜多方市立図書館　　図書館だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２４年１２月１５日発行（年4回発行）

＊１月～３月の図書館スケジュール
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※ 休館日（毎週月曜日　※12月28日（金）～1月3日（木）は年末年始休館になります）

おはなしドライブ（11：00～11：30） ちっちゃなおはなしかい（11：00～11：20）
ユニットおりがみ教室（10：00～11：30） 生け花講座（10：30～11：30） その他イベント

＊イベントのご案内

１月 ２月 ３月

●https://tosyokan.city.kitakata.fukushima.jp/ 

【本の福袋】
平成２５年１月４日（金）～６日（日）

本の福袋を貸し出します。

限定２５個（大人用１０個・子ども用１５個）

無くなり次第終了します。

内容は、本が２冊とおまけ付き♪

新年に新たな本との出会いを！

※福袋の中の本の貸出期間は２週間です。

※福袋１個で２冊分の貸出となります。

【第三回 えほん原画展】
平成２５年１月１２日（土）～２７日（日）

小林 豊さんの作品

『ぼくと弟はあるきつづける』絵本原画を

約２０点、展示いたします。

やわらかいタッチで描かれた一枚一枚の作品

から、人々の息遣いが伝わってくるようです。

この機会に是非、生の原画に

触れてみませんか。

ききみみずきん

【第三回 鉄道展】
平成２５年1月２９日（火）～２月１１日（祝・月）

自然豊かな、美しいロケーションで、人々の

心を惹きつけてやまない会津の鉄道沿線。

その鉄道に関する資料を展示いたします。

ぜひ、ご来館下さい。

【三館合同展示】
平成２５年３月１日（金）～３月３１日（日）

指定管理者TRC間で、まちの文化や観光を

発信する交換展示を行います。

＊参加図書館＊

・出水市立図書館（鹿児島県出水市）

・加古川市立ウェルネスパーク図書館

（兵庫県加古川市） ・喜多方市立図書館

平成２４年冬号 Vol.2

＜発行・編集＞喜多方市立図書館

指定管理者 株式会社 図書館流通センター
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２１世紀の産業革命が始まる』

『メイカーズ　 　　　主婦の友社　（５９６－マ）

クリス・アンダーソン／著

NHK出版　（５０９－ア）

なり、新しい産業革命が始まる！ウェブの世界で起こった いつも備えておきたい常備菜の数々が紹介されています。

ツールの民主化が、もの作りの世界でもおこりメイカーズ
     『昔ながらの常備菜と浅漬け

(モノ作る人々)の革命が、世界の産業構造を再び変える
     忘れたくない、ていねいな作りおきで豊かな食卓を』

製造業の未来を展望した一冊。
　　　松本　忠子／著

暮らしていくための基礎知識　』　　田埼　晴明／著 朝日出版社　（５３９－タ）

　　「デスクトップ」と「工作機械」が結びついたとき、 ていねいに作った常備菜は、食卓を豊かにしてくれる

大企業のものだった製造の手段を個人が持つように 　　　　　心強い存在です。佃煮、ふりかけ、おかずみそなど、

『やっかいな放射線と向き合って

『　６４　』
横山　秀夫／著

    昭和64年に起きたD県警史上最悪の誘拐殺害事件を
文藝春秋　（Ｆ－ヨ）

  巡り、刑事部と警務部が全面戦争に突入。警察小説の真髄、そして人生の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本質がこの小説に描かれています。

　　東日本大震災で起きた大惨事…。　　

　放射線や放射性物質に日常的に直面しながら暮らしている人々のため、

　放射線と向き合って暮らしていくために必要な基礎知識を、できるだけ短く

　正確に、そしてわかりやすく解説した一冊です。　
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その他 こちらも新着！

＊『ヤル気の科学』

イアン・エアーズ／著 文藝春秋（141-エ）

＊『学校を災害が襲うとき 教師たちの３.11』

田端 健人／著 春秋社 (372-タ)

＊『１０万年の未来地球史』

カート・ステージャ／著 日経BP社 (451-ス)

＊『手織りこもの 色で遊ぶ素材で楽しむ』

日本ヴォーグ社 (594-テ)

＊『イラスト基本からわかる病害虫の予防と対策』

根本 久／監修 家の光協会 (626-イ)

＊『すぐわかる日本の絵画』

守屋 正彦／著 東京美術 (721-モ)

＊『戦国時代の余談のよだん。』

和田 竜／著 ベストセラーズ (914-ワ)

＊『世界しあわせ紀行』

エリック・ワイナー／著 早川書房（935-ワ）

ets...
毎週木曜日に新刊が入ります！お楽しみに！！

新たに仲間入り!!

視聴覚資料
DVD編

●『天使と悪魔』

【洋画】(D-778-テ)

●『ハリー・ポッターと死の秘宝

ＰＡＲＴ１』

【洋画】(D-778-ハ-１)

●『ハリー・ポッターと死の秘宝

ＰＡＲＴ２』

【洋画】(D-778-ハ-2）

●『 レ・ミゼラブル』

【洋画】(D-778-レ)

●『日本一短い「母」への手

紙』

【邦画】(D-778-ニ)

●『きれいになるナチュラルヨガ

入門編＆レッスン編』

【実用】(D-498-キ)

●『着物の手ほどきいたします』

【実用】(D-593-キ）

●『星の王子さま』

【アニメ】(D-726-ホ)

and more…



幕末のジャンヌダルク新島八重

新島八重は会津藩の砲術指南役山本権八の娘として弘化2年（1845年）に生まれました。

戊辰戦争の籠城戦では男装しスペンサー銃を手に奮闘したといわれています。

戦後、兄の山本覚馬をたより移り住んだ京都で、後に夫になる新島襄と出会います。

八重の自由で常識にとらわれない生き方は人々の反発を生むこともありましたが、夫の襄は八重

について「その生き方がハンサムなのです」と評しました。

『新島八重と新島襄』
楠木誠一郎／著 PHPエディターズ・グループ （Ｌ２８９－ク）

女ながらも銃を携えて新政府軍に立ち向かった「幕末のジャンヌ・ダルク」八重。

単身アメリカに密航し、のちに同志社大学を設立した「平和の使徒」襄。

夫婦の愛と闘いの歴史が描かれています。

八重だけでなく、夫・襄の波乱の生涯を知ることのできる一冊です。

『新島八重を歩く』
星亮一＋戊辰戦争研究会／編 潮書房光人社 （Ｌ２８９－ニ)

激動の幕末～昭和を生きた新島八重の故郷・会津、そして八重と襄の夫婦が暮ら

した京都など、日本各地の史跡が紹介されています。

八重の兄・山本覚馬や八重の最初の夫・川崎尚之助など八重をめぐる人々のエピ

ソードも豊富で読み応えがあります。

～新島八重～
『日本の元気印・新島八重 』 本井康博／著 思文閣出版 （Ｌ２８９－モ）

『ハンサムウーマン新島八重 』 鈴木由紀子／著 NHK出版 （Ｌ２８９－ニ）

『明治の兄妹 新島八重と山本覚馬』 早乙女貢／著 新人物往来社 （ＬＦ－サ）

～新島襄・会津藩の人々～
『新島襄への旅』 河野仁昭／著 京都新聞社 （２８９－ニ）

『山川家の兄弟 浩と健次郎』 中村彰彦／著 学陽書房 （Ｌ２８９－ヤ）

『鹿鳴館の貴婦人大山捨松』 久野明子／著 中央公論社 （Ｌ２８９－ク）

～児童向け～
『新島八重』 鶴賀イチ／文 歴史春秋社出版 （２８－ニ）

『新島八重 会津と京都に咲いた大輪の花』 国松俊英／著 岩崎書店 （２８－ニ）

その他「八重の桜」関連オススメ本



◎館長からのコラム

　リニューアルから二回目の発行となりました。多くの方から、図書館の情報紙を望む声が
あり、発行の運びとなりました。これからも、いちはやく図書館の情報をお伝えしていけれ
ばと思います。皆さまからのご意見・ご要望をお待ちしています。寒さが厳しい折からお体
に気をつけてお過ごしくださいませ。スタッフ一同、皆さまのご来館お待ちしております。

～２０１２年を振り返って～

【編集後記】

本年も様々な出来事がありました。ロンドンオリン

ピックの年であり日本国中が熱く盛り上がりました。

世界では主要国の指導者選びがあり（ロシア、中国、

アメリカ、韓国etc）、政治の世代交代や新陳代謝が

活発化した年でもありました。福島県としては震災

２年目の年となりましたが、被災した地域での復興

が思うように進展してない状況でもありました。

喜多方市立図書館に於きましては、チャレンジの

年として様々な館内企画イベントを開催して読書活

動の促進に取り組んでおります。「布絵本の展示

会」、「七夕フェスタでのマリオネットショー（人形

劇）」、「図書館寄席」等々は喜多方市立図書館とし

ては初めての取組みでしたが、参加者の方からは

是非次年度も開催して欲しいと強いご要望を頂きま

した。今後も好評な企画は定番として実施してまい

りますのでご期待下さい。

また、今年は喜多方事件１３０周年として、喜多

方市立図書館では５月から１１月までの７ヶ月間の

ロングラン展示（月替りの内容展示。また、８月に

は喜多方事件の展示資料を新宿区立角筈図書館

に貸出して３週間展示して頂きました。）を行いまし

た。更には図書館竣工４０周年にもあたり、館内に

残されていたアルバムを引っ張り出してミニ展示も

開催しました。両展示共に、派手さは無いものの分

かり易い資料展示と好評を頂く事が出来ました。

来年も様々な事にチャレンジしてまいりますので、

図書館利用が市民の方々に深厚し、市内全域に

拡大して頂けます様皆様のご利用をお待ちしてお

ります。

「日中は列車が走らない日中線！？」

昭和５９年に廃線となった日中線。

日中線は、喜多方駅と熱塩駅を結んでいた日本国有鉄道です。

その熱塩駅は『日中線記念館』に生まれ変わり、

日中線跡は一部が遊歩道になりました。

日中線終着の熱塩駅舎はヨーロッパ風の洒落た建物。

現在、日中線記念館では当時の客車や資料を展示している他、

様々なイベント等も行われています。

一度足を運んでみてはいかがでしょう？

ぜひ、ノスタルジーを感じてみてください。

開館時間：９：００～１６：００

休館：毎週月曜日

年末年始休館日：１２月２９日(土)～１月３日(木)

＜問合せ＞喜多方市役所熱塩加納総合支所 教育課

☎０２４１(３６)２１１７

日中線記念館 所在地

喜多方市熱塩加納町

熱塩字前田丁602‐2


